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The demand for online video teaching materials for vocational education is increasing. This study aims to examine the 
dissemination and evaluate the usefulness of video teaching materials for vocational education. Using YouTube Analytics, 
viewer data are analyzed to assess their performance. Key indicators include viewer demographics, traffic sources, view counts, 
average watch time, subscriber numbers, and impression click-through rate (CTR). Based on these analytical results, this study 
clarifies the current status of dissemination and evaluates the usefulness of video teaching materials for vocational education. 
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1. はじめに 
 
近年，リスキリング(学び直し)の一環として，いつで

も，どこでも，だれでも学べるオンラインによる職業教

育用動画教材(以下｢動画教材｣という)の需要が高まって

いる．第11次職業能力開発基本計画(R3～R7)[1]において

も，IT利活用等の企業横断的に求められる基礎的内容を

中心とする動画の制作，公開が盛り込まれた．[2]このよ

うな状況の中，広く活用される動画教材の品質を保証し，

学習効果を最大化するためには，動画教材を制作するプ

ロセス(過程)における動画教材の妥当性の検証が不可欠

である．これまでに，大きく2つのプロセスを経て妥当性

の検証を行ってきた．第1に，動画教材を利用する受講者

の反応を事前に確認し，動画教材の適切性および妥当性

を評価するプロセスである．[3]第2に，動画教材を試行運

用し，インターネット広告(以下｢広告｣という)を通じて

配信し，受講者の反応を検証するプロセスである．[4][5][6]

これらの取り組みに関する報告を踏まえ，残された課題

として，動画教材のパフォーマンスの詳細な分析が挙げ

られる．動画教材の視聴データに基づくパフォーマンス

分析の報告は幾つか存在する．例えば，高井らは，教育

動画の視聴動向を明確化することを目的とし，打ち出し

板金作業のデータを用いた若手板金技術者向けの教育動

画を制作し，YouTubeでの公開，解析を行った．[7]また，

岡島は，リスキリングのための｢動画ポータルサイト｣の

構築を目的とし，制御工学分野に関するYouTube動画のま

とめサイト｢制御工学チャンネル｣の実践報告がある．

[8][9][10]さらに，河津らは，ｅラーニングサイト｢KIT STEM 

ナビケーション｣の動画コンテンツを制作し，YouTubeチ

ャンネルに公開，利用状況などを紹介した実践報告があ

る． [11]このように，YouTubeアナリティクス [12][13]や

Googleアナリティクス[14]を活用し，動画教材の開発と検

証を実施している． 

そこで本稿では，当該動画教材の普及および有用性に

関する実証的検討を目的とし，初期運用期（運用開始後

2か月間）および継続運用期（準備期間を含む3年間）に

わたる視聴データを対象として，YouTubeアナリティクス

を活用したパフォーマンス分析を行う．具体的には，受

講者の属性，トラフィックソース[15]，視聴回数[16]，平均

視聴時間，チャンネル登録者数，ｲﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝのｸﾘｯｸ率(CTR)

など[17][18]複数の指標を用い，初期運用期と，継続運用期

の視聴傾向を比較分析することにより，動画教材の普及

状況および有用性を明らかにする． 

 
2. DX動画教材と調査方法 
 
2.1. DX 動画教材 

DX動画教材は，デジタル技術を活用した職業能力開発

の促進を目的とし，大きく3つの種類(カテゴリ)に分類さ

れる．第一に，Society5.0の実現に対応した10本のもの

づくりの動画教材(以下｢DX教材｣という)である．第二に，

生産性向上支援訓練に関する11本の動画教材(以下｢生産

教材｣という)である．第三に，ｅラーニング教材等を利

活用した8本の動画教材(以下｢e教材｣という)である．こ
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のようにトータル29本の動画教材となる．なお，各動画

教材の時間はおおよそ10分程度である． 

 

2.2. 調査方法 

調査は，YouTube アナリティクスを活用し，YouTube チ

ャンネル｢ものトレＴＶ｣における動画教材の視聴データ

を基にパフォーマンス分析を実施した．分析対象期間は，

運用開始日である令和 5 年 1 月 10 日から 3 月 10 日まで

の 2 か月間を｢初期期間｣，準備期間を含めた令和 4 年 3

月 21 日から令和 7 年 3 月 10 日までの 3 年間を｢継続期

間｣とした．なお，運用開始日から 2 か月間は Google 広

告を活用して配信を行った． 

※ 継続運用期は準備期間および初期運用期を含む 3 年

間の総合計値 

 

3. 分析結果 
 

3.1. 視聴回数・平均視聴時間・登録者数の推移 

YouTubeチャンネル｢ものトレＴＶ｣における動画教材

の視聴状況を表 1 に示す．表 1 の結果から，当該チャン

ネルの動画教材は，初期運用期と比較して継続運用期に

おいて著しい伸長を示したことが明らかとなった． 

まず，総視聴回数は初期期間の8,265回から，継続期

間には117,250回へと約14.2倍に増加した．動画教材の

カテゴリ別に見ると，とりわけ｢ｅ教材｣の増加が顕著で

あり，初期期間に3,852回から継続期間では107,384回へ

と約27.9倍に増加した．これに対し，｢DX教材｣は約1.8

倍，｢生産教材｣は約4.9倍の増加にとどまっており，｢ｅ

教材｣の伸びが際立っている．また，継続期間における｢

ｅ教材｣は全体視聴回数の約91.6％を占め，受講者から

最も高い関心を集めていることが確認された．平均視聴

時間に着目すると，初期期間の2分6秒から継続期間には

2分42秒へと約1.3倍に延長された．カテゴリ別では，｢e

教材｣が2分46秒，｢生産教材｣が2分30秒，｢DX教材｣が1分

53秒であり，｢e教材｣のみが全体平均を上回った．この

結果は，受講者が｢e教材｣の内容に対して，高い視聴持

続性を示したことを示唆している．さらに，個別教材の

視聴回数の増加率を確認すると｢マイクロメータを使い

こなす！外側編｣が約27.2倍，｢ダイヤルゲージを使いこ

なす！｣が約26.5倍，｢シリンダゲージを使いこなす！｣

が約44.1倍と急増している．加えて，｢マイクロメータ

を使いこなす！デプス(深さ)編｣が約38.7倍，｢マイクロ

メータを使いこなす！内側編｣が約33.8倍，｢ノギスを使

いこなす！｣が約21.6倍と続き、｢e教材｣における著しい

視聴回数の伸びが確認された．一方，｢DX教材｣は約1.8

倍，｢生産教材｣は約4.9倍にとどまり，伸びは限定的で

あった．また，個別動画教材の平均視聴時間に着目する

と，｢ｅ教材｣の｢超音波探傷｣が最も長く4分であった．

次いで｢生産教材｣の｢業務を改善する目的と成果｣(3分31

秒)，｢DX教材｣の｢問題の分析，発見，抽出｣(3分28秒)，

｢生産教材｣の｢ものづくりに関する業務改善｣(3分26秒)

と続き，カテゴリを問わず一定のばらつきが見られた． 

さらに，チャンネル登録者数は 372 人から 1,368 人へ

と約 3.7 倍に増加し，3 年間で 1,000 人を超える登録が

確認された．これにより，当該チャンネルに対する受講

者の継続的な関心の高さが示唆された． 

以上の結果から，視聴回数・平均視聴時間・チャンネ

ル登録者数のいずれの指標においても継続的な成長が認

められ，YouTube チャンネル｢ものトレＴＶ｣を活用した

職業教育用動画教材の有効性が実証的に確認された． 

 

表 1 動画教材の状況結果 
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3.2. ｲﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝのｸﾘｯｸ率(以下｢CTR｣という) 

受講者が動画教材に対してどの程度関心を持ち，実際

に視聴行動へと移行したかを示す指標であるCTRの観点

から分析を行った．全体のCTRは，初期期間において2.9％

であったのに対し，継続期間では5.7％へと約1.97倍に向

上したことが確認された．カテゴリ別にCTRを比較する

と，｢ｅ教材｣は初期期間で5.7％，継続期間で6.5％，｢DX

教材｣は，1.4％から1.9％へ，｢生産教材｣は，1.1％から

1.8％へと推移しており，｢ｅ教材｣が他のカテゴリを大き

く上回る結果となった．これらの結果から，｢ｅ教材｣は

受講者の高い関心を喚起し，視聴行動へと結びつきやす

い教材であることが明らかとなった． 

さらに，CTRの高い動画教材ほど視聴回数も多い傾向が

認められた．例えば，継続期間において，｢ｅ教材｣の｢ダ

イヤルゲージを使いこなす！｣はCTRが7.4％，視聴回数

26,228回，｢シリンダゲージを使いこなす！｣はCTR 

7.1％，視聴回数17,974回，｢マイクロメータを使いこな

す！外側編｣はCTR6.4％，視聴回数28,309回を記録してい

る．これらの教材はｸﾘｯｸ後の視聴への移行率が高く，受

講者の関心を的確に捉えた動画教材であると評価でき

る．このように，CTRと視聴回数との間には一定の相関関

係が見られ，単にｸﾘｯｸを誘発する要素のみならず，動画

コンテンツ自体の内容的魅力や視聴継続性の高さが反映

されていると推察される．したがって，｢e教材｣はリスキ

リング（学び直し）における実践的かつ即効性のある教

材として，高い有用性を有していることが示唆された． 

次節では，これらの動画教材を視聴した受講者の属性

に着目し，性別や年齢層などの視聴傾向を分析すること

で，リスキリング層への到達状況を明らかにする． 

 

3.3. 受講者の属性等 

受講者の属性一覧を表2に示す．性別の視聴回数に関

する特徴として，初期期間では男性が96.3％を占め，圧

倒的に男性の視聴回数が多かった．一方，継続期間では

男性の割合が92.9％に減少し，女性の割合が7.1％に増

加した．平均視聴時間については，初期期間では男性が

2分27秒，女性は1分12秒と男性の方が長かったが，継続

期間では男性が2分42秒，女性が2分51秒となり，女性の

方がやや長い結果が得られた．このことから，継続期間

において，女性受講者の関心が高まったことが推察され

る．次に，年齢別の視聴回数に関する特徴を見ると，初

期期間では，｢55～64歳｣が最も多く41.8％を占めていた

が，継続期間では7.0％に減少し，｢45～54歳｣が32.1％

と最も多くなった．これに続いて｢25～34歳｣(26.9％),｢

35～44歳｣(24.9％)の順で多く，若年層および壮年層の

割合が増加した．結果として，中堅・壮年層が全体の

83.9％を占め，実務経験を有する層による視聴が中心で

あることが明らかとなった．さらに，｢18～24歳｣や｢65

歳以上｣といった新たな年齢層の視聴も確認され，受講

者層の広がりが見られた．また，平均視聴時間に着目す

ると，初期期間では｢55～64歳｣が3分9秒で最も長く，高

齢層が比較的長時間視聴する傾向が確認された．継続期

間では同年齢層が2分55秒とわずかに短縮したものの，

依然として，他の年齢層よりも長い時間を示している．

一方で，若年層ほど視聴時間が短くなる傾向が見られ，

｢13～17歳｣では1分57秒と全体で最も短かった． 

以上の結果から，年齢が高い層ほど平均視聴時間が長

く，動画教材を比較的じっくりと視聴する傾向が確認さ

れた．一方，若年層では短時間視聴の傾向が強く，関心

の持続時間に差があることが示唆された． 

このように，受講者の属性分析からは，性別や年齢層

によって視聴行動に明確な違いが見られることが明らか

となった．次節では，これらの受講者が，どのような経

路で動画教材へアクセスしているのかを明らかにするた

め，トラフィックソース（流入経路）の分析結果につい

て報告する. 

 

 

3.4. トラフィックソース 

受講者が，どのような経路を通じて動画教材に到達し

たかを示す指標である｢トラフィックソース｣の結果を表

3に示す．表3の視聴回数は動画教材の人気度，平均視聴

時間は動画教材の関心の深さ，CTRは関心を引く力が分か

る．まず，視聴回数に着目すると，｢YouTube検索｣は初期

期間の14.1％から継続期間では29.2％へと約2.1倍に増

加し，視聴回数拡大への大きな貢献が確認された．CTRも

初期期間の10.2％から継続期間の11.3％へと上昇してお

り，検索経由での受講者の関心が一層高まったことがう

かがえる．次に｢関連動画｣に注目すると，視聴回数の割

合は12.0％から27.3％へと約2.3倍に増加し，CTRも3.1％

から4.2％に上昇した．また，平均視聴時間は初期期間3

分27秒，継続期間3分14秒と，ほぼ同水準を維持しており，

｢関連動画｣として表示されることで，安定した視聴が確

保されていることが確認できる．また，｢外部｣からの流

入は2.7％から12.5％へと約4.6倍に増加し，平均視聴時

間も2分28秒から2分37秒に延長した．このことから，外

部サイトやリンク経由での受講者のアクセスが拡大し，

関心の高まりが確認された．一方で，｢再生リスト｣につ

いては，視聴回数の割合が2.3％から2.4％と大きな変化

は見られなかったが，平均視聴時間は，3分50秒から2分

57秒に減少し，CTRも6.2％から5.4％に低下した．これら

の結果から，再生リストの構成や表示方法の工夫を通じ

表 2 受講者の属性一覧 
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て，視聴促進の改善を検討する必要があると推察される．

また，｢チャンネルページ｣からの流入は，初期期間にお

いて2か月間にわたりGoogle広告を活用した配信を行っ

た影響により，47.3％と最も高い割合を示していたが，

継続期間では8.5％へと大幅に減少した．一方，平均視聴

時間は1分19秒から2分5秒へと増加しており，視聴回数は

減少したものの，チャンネル内で視聴される動画1本あた

りの滞在時間は延びていることが確認された． 

以上の結果から，視聴回数およびCTRの両面において，

｢YouTube検索｣と｢関連動画｣からの流入が，動画教材の視

聴拡大に大きく貢献していることが明らかとなった．こ

れらの経路は，新規受講者の獲得および継続的なリカレ

ント教育やリスキリング(学び直し)の促進において，極

めて重要な役割を果たしていると推察される． 

次節では，受講者がどのようなデバイスを利用して動

画教材を視聴しているかに着目し，デバイスの利用傾向

の特徴について明らかにする． 

 

 

3.5. デバイス別の視聴状況 

表4にデバイス別の視聴状況を示す．表4より，どのデ

バイスを用いて，どの程度の視聴回数および平均視聴時

間で動画教材が視聴されているかを把握することがで

き，受講者の視聴環境や視聴スタイルの特徴を読み取る

ことができる．動画教材の視聴に使用された主なデバイ

スは，｢パソコン｣，｢携帯電話｣，｢タブレット｣，｢テレビ｣

の4種類に分類され，それぞれの視聴回数および平均視聴

時間の変化について確認した．まず，パソコンによる視

聴回数は，初期期間において58.6％と最も高かったが，

継続期間では34.8％へと大幅に23.8ポイント減少した．

一方で，平均視聴時間は初期期間で1分47秒から継続期間

では2分38秒へと約1.5倍に延伸しており，パソコンによ

る視聴時間が向上したことが確認された． 

次に，携帯電話による視聴回数は初期期間では32.4％

から継続期間には54.1％へと大幅に21.7ポイント増加

し，全デバイスの中で最も高い割合を占めるに至った．

平均視聴時間も初期期間の2分20秒から継続期間では2分

35秒へと緩やかに増加しており，携帯電話による視聴が

安定的に定着していることが明らかとなった．このよう

な傾向から，モバイルデバイス(携帯電話)を活用したリ

スキリング需要の高まりが推察される． 

また，タブレットによる視聴回数は，初期期間で4.8％，

継続期間5.1％と大きな変化は見られないものの，微増傾

向を示した．平均視聴時間は初期期間3分13秒，継続期間

3分15秒と，他のデバイスと比較して長時間視聴が継続さ

れており，タブレットの操作性や画面サイズの利便性が

視聴行動に関係していると推察される． 

さらに，テレビによる視聴回数は初期期間4.1％から継

続期間5.8％へと緩やかに増加した．平均視聴時間も初期

期間3分13秒から継続期間3分35秒へと延長しており，タ

ブレット同様に比較的長時間の視聴傾向が確認された．

これは，テレビ視聴がリラックスした環境で行われやす

いことに起因すると推察される． 

以上の結果から，視聴回数を重視するデバイスや平均

視聴時間を重視するデバイスなど，デバイスごとの特徴

が明らかとなった．とりわけ，視聴回数の観点からは,携

帯電話（モバイルデバイス）を通じた受講機会の拡大が，

今後の職業教育用動画教材の活用における重要な鍵とな

ることが示唆された． 

 

 

3.6. 考察 

以上，YouTube アナリティクスを活用した動画教材の

パフォーマンス分析の結果を整理すると，次のような考

察が得られる． 

(1)第一に，YouTube チャンネル｢ものトレＴＶ｣における

動画教材の視聴状況は，初期期間と比較して，継続期

間において著しい成長を示し，総視聴回数は 117,250

回に達した．視聴回数・平均視聴時間・登録者数の大

幅な増加により，受講者から一定の関心を獲得してい

ることが確認できる．とりわけ，｢ｅ教材｣では，視聴

回数，CTR，平均視聴時間の全指標で顕著な向上が見ら

れ，リカレント教育やリスキリングのニーズを的確に

捉えた動画教材であることが明らかとなった．さらに，

チャンネル登録者数の増加や視聴時間の延長といった

点からも，｢ものトレＴＶ｣チャンネルを活用した職業

教育用動画教材としての有効性が裏付けられた． 

(2)第二に，動画教材全体の CTR は初期期間の 2.9％から

継続期間には 5.7％へと約 1.97 倍に向上し，受講者が

サムネイルや動画内容に対して高い関心を寄せている

ことが示された．とりわけ，｢ｅ教材｣は，両期間にお

いて最高値を示し，継続期間では 6.5％に達した．ま

た、｢ダイヤルゲージを使いこなす！｣，｢シリンダゲー

ジを使いこなす！｣，｢マイクロメータを使いこなす！｣

といった｢ｅ教材｣は CTR・視聴回数ともに高く，リカ

レント教育やリスキリングに合致した内容として高い

表 3 トラフィックソースの結果 

表 4 デバイス別の視聴状況 
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評価を得ていることが確認された． 

(3)第三に，受講者属性の分析から，性別・年齢層ともに

受講者層が拡大していることが明らかとなった．継続

期間では女性の平均視聴時間が男性を上回り，また若

年層から中高年層まで幅広い層に視聴が広がった．と

りわけ，中堅・壮年層の視聴比率が増加しており，実

務経験を有するリスキリング層を主要対象とするリカ

レント教育が効果的に展開されていることが確認でき

た． 

(4)第四に，トラフィックソースの観点では，｢YouTube検

索｣，｢関連動画｣，｢外部サイト｣からの流入が大幅に増

加し，受講者が主体的に検索や関連動画を介して，ア

クセスしていることが明らかとなった．とりわけ，

｢YouTube検索｣からの流入は，継続期間で29.2％に達

し，視聴回数の拡大に貢献していることが示唆された．

CTRも初期期間の10.2％から継続期間の11.3％に向上

しており，｢YouTube検索｣を通じた流入が高まったこと

が確認された．これらの流入経路は，新規受講者の獲

得および継続的なリカレント教育やリスキリング(学

び直し)の促進において，極めて重要な役割を果たして

いると推察される．一方，｢チャンネルページ｣からの

流入は，初期期間においてGoogle広告を活用した配信

を行った影響より，47.3％と最も高い割合を示してい

たが，継続期間では，8.5％へと大幅に低下したことが

確認された． 

(5)第五に，デバイス別の分析では，携帯電話からの視聴

が全体の半数を超え，主要な視聴デバイスとなってい

る．携帯電話を活用したリスキリング需要の高まりが

示唆されており，今後の動画教材制作において携帯電

話のデバイスを前提とした展開が重要となる．一方で，

テレビやタブレットでは平均視聴時間が長く，リラッ

クスした環境での長時間視聴が行われている可能性が

示唆される．このことから，デバイスの特性に応じた

動画教材の制作が求められることが明らかになった． 

 以上の考察から，当該動画教材の普及状況とリカレン

ト教育やリスキリングの促進において，有用性が一定程

度確認された．これらの分析結果・考察を踏まえ，次節

では本稿の結論と今後の課題について述べる． 

 

4. まとめ 
 

4.1. 結論 

本稿では，YouTubeアナリティクスを活用し，YouTube

チャンネル｢ものトレＴＶ｣に掲載された職業教育用動画

教材の視聴データを多面的に分析し，そのパフォーマン

スの実態を明らかにした．分析は，視聴回数，平均視聴

時間，チャンネル登録者数，CTR，受講者の属性，トラフ

ィックソース，デバイス別の視聴状況など，複数の指標

を対象として実施した．その結果，｢ものトレＴＶ｣チャ

ンネルの総視聴回数は，117,250回に達し，本チャンネル

が，職業能力開発に資する有効な教育訓練手段として機

能し，幅広い受講者層にリーチしていることが確認され

た．とりわけ，｢ｅ教材｣は，他のカテゴリと比較して視

聴回数，CTR，平均視聴時間のいずれにおいても高い値を

示し，今後の動画教材制作における中核的コンテンツと

なり得る可能性が示唆された．さらに，個別の動画教材

に注目すると，｢ダイヤルゲージを使いこなす！｣，｢シリ

ンダゲージを使いこなす！｣，｢マイクロメータを使いこ

なす！｣といった｢ｅ教材｣は，CTRおよび視聴回数がいず

れも高く，リカレント教育やリスキリングの訓練ニーズ

に適合した内容として，受講者から高い評価を得ている

ことが明らかとなった．また，デバイス別の視聴傾向と

しては，携帯電話による視聴が全体の過半数を占め，モ

バイル端末を活用した学習需要の高まりが認められた．

携帯電話の高い利便性は，時間・場所を問わず学習可能

な環境の提供につながり，今後の動画教材の普及・活用

を促進する重要な要素となることが示唆された．しかし

ながら，本稿で明らかとなった成果に加えて，動画教材

のさらなる普及促進や教育効果の向上に向けて、検討す

べき課題も残されている．そこで，次節にて，今後の課

題としてその方向性を述べ，結びとしたい． 

 

4.2. 今後の課題 

YouTube アナリティクスを活用した動画教材のパフォ

ーマンス分析を通じて，性別・年齢層ともに受講者層が

拡大していることが確認された．一方で，今後さらに実

務経験を有するリスキリング層へ戦略的かつ効果的にア

プローチするためには，受講者像の一層の明確化が重要

な課題として挙げられる．そのためにはペルソナ設計に

基づくターゲティング精度の向上が，今後の動画教材制

作および配信戦略における重要な方向性となる．また，

本稿では視聴回数や CTR といった量的指標を中心に分析

を行ったが，受講者の反応や満足度，学習成果といった

質的側面からの評価も不可欠である．これまで，動画教

材の制作過程ではアンケート調査により教材の妥当性を

確認してきたが，今後はこれに加えて，フィールド調査

や追加的なアンケート調査などを組み合わせた継続的か

つ多面的な実証的検討が求められる．[19]これにより，

受講者のリスキリング行動の背景にある動機や訓練ニー

ズをより深く把握し，教材制作や配信戦略へと反映させ

ることが可能となる． 

以上より，受講者理解の深化と質的評価の充実が，今

後の動画教材の改善および普及促進に向けた重要な課題

であるといえる． 
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